
政
令
第

号

環
境
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
八
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
四
条

第
四
十
六
条
」
を
「
第
四
十
四
条
」
に
改
め
る
。

｜

第
四
条
第
一
項
第
十
六
号
中
「
国
立
環
境
研
究
所
及
び
」
を
削
り
、
同
項
中
第
十
八
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
七
号
を
第

十
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
九

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
事
務
を
担
当
す
る
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
の
養
成
及
び
訓
練
を
行
う
こ
と
。

第
四
条
第
一
項
第
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
の
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
職
員
」
の
下
に
「
（
環
境
省
の
所
管
す

る
独
立
行
政
法
人
の
職
員
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。



四

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
に
設
け
ら
れ

た
共
済
組
合
に
関
す
る
こ
と
（
環
境
省
及
び
環
境
省
の
所
管
す
る
独
立
行
政
法
人
の
職
員
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
。

第
二
十
条
第
九
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
国
立
環
境
研
究
所
」
を
「
独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
」

に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
事
務
を
担
当
す
る
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
の
養
成
及
び
訓
練
を
行
う
こ
と
。

第
四
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

第
四
十
四
条

環
境
省
に
、
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
置
く
。

２

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
環
境
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
並
び
に
統
計
そ
の
他
の
情
報
の
収

集
及
び
整
理
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
水
俣
病
に
関
す
る
総
合
的
な
調
査
及
び
研
究
並
び
に
国
内
及
び
国
外
の
情
報
の
収
集

、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
位
置
及
び
内
部
組
織
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。

第
四
十
五
条
及
び
第
四
十
六
条
を
削
る
。



附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
の
設
立
に
伴
い
、
同
研
究
所
の
業
務
に
関
す
る
事
務
を
総
合
環
境
政
策
局
の
所
掌
と
す
る

等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


